十七、官公署
１　役場

（１）　羽合町役場

庁舎の位置
　昭和２８年４月１日、長瀬、浅津、橋津、宇野の旧４か村が合併して羽合町が生まれた。合併と同時に羽合町役場は旧長瀬村役場と定められ、暫定的にここで事務がとられた。一方新庁舎の建築計画も併行して進められたが、位置は合併協定書に「羽合中学校附近」とあらかじめ定められていたため、中学校前の畑を買収して２９年７月完成移転した。位置は大字久留９８番地の４である。
拡張続きの庁舎
　羽合町は県下に先がけて合併したため、庁舎も合併翌年にいち早く新築している。当時は他町村から視察にくる程の建物であったが、役場機構の整備や、複雑化する行政に対応する職員の増加で庁舎も狭くなり、昭和４２年４月、及び４３年４月庁舎の拡張工事を行うなどして現在に至っている。その庁舎も老朽化して全面改築の必要性が考慮されている現状である。

　新庁舎開設当時はこの附近は人家もまばらで、裏側は久留火葬場を埋めて敷地としたところであって、人骨が松の根附近からよく出てきたもので、現況と比較すれば隔世の感がある。なお新庁舎が開設されるまで残されていた支所は、開庁と同時に閉鎖となり、すべて本庁１本の事務となった。各支所で取扱った事務は、転入、転出、米穀配給事務及び税金の受取りなどが主で、このほか農業委員会書記を置いて農政事務に当たっていた。

　昭和５０年４月現在における役場庁舎の施設状況は下記のとおりである。
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